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トマト黄化葉巻病は、トマト黄化葉巻ウイルス（Tomato yellow leaf curl virus；以下 TYLCV と略す）

の感染によって起こるウイルス病です。ウイルス感染する植物は限られていますが、媒介虫（シルバー

リーフコナジラミ）の寄主範囲が広いので根絶が難しく、感染力が強いため発病が急速に広がり被害が

大きい病害です。 

これまでに、TYLCV は塩基配列の違いから静岡株、愛知株、長崎株、土佐株の４種の分離株が報告

されており、長崎株と土佐株は激症系統（イスラエル系統）、静岡株と愛知株はマイルド系統（イスラ

エル－マイルド系統）に分類されます。また、病徴の発現にはトマトの品種や感染時期の影響もあるた

め、発病株の症状からこれらの系統を明確に区別することはできません。 

 

 

 

 

発生初期は新葉が葉縁から退緑しながら表側に巻き、その後葉脈間が黄化し縮葉します。病勢が進む

と頂部が叢生（そうせい）して株全体が萎縮症状を呈します。発病後は開花しても結実しないことが多

く、生育初期に感染すると収穫皆無となることもあります。 

 

  

  

トマト黄化葉巻病とは？ 

発病初期（黄化・成長点部のつまり） 典型的な黄化・葉巻症状 

いも葉症状 典型的な発病症状 

病  徴 
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国内では平成８年に初めて静岡県、愛知県、長崎県で発生が確認され、近年その発生地域が拡大して

います。平成１８年３月１日現在において、トマト黄化葉巻病は２７府県で発生が確認されており、関

東では本県の他に群馬県、埼玉県、千葉県、神奈川県で報告されています。 

本県における発生経過は、平成１８年１月に下都賀農業 

振興事務所管内のトマトハウスにおいて疑わしい症状を呈 

する株が発見され、農業試験場病理昆虫研究室でＰＣＲ法 

による検定の結果、TYLCV であることが確認されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TYLCV は、シルバーリーフコナジラミの吸汁によって媒介され、管理作業では伝染しません。汁液

伝染、土壌伝染、種子伝染、経卵伝染しないことが報告されています。ウイルスを獲得したシルバーリ

ーフコナジラミは、約１日の潜伏期間を経て死ぬまで伝搬能力を持ちます（永続伝搬）。 

３日間ウイルスを獲得吸汁させたシルバーリーフコナジラミを無病トマト苗に接種吸汁させた場合、

最短１５分で感染し、１日吸汁させた場合は６～８割の高率で感染したことが報告されています。感染

から発病までの期間は、夏期の高温時には７～２０日、秋冬期の低温下では発病までに３ヶ月以上要し

た事例があります。 

国内で自然感染して症状が確認されているのは、栽培作物としてはトマト、ミニトマト、トルコギキ

ョウだけであり、自然感染して無病徴の作物としてはピーマンがあります。しかし、シルバーリーフコ

ナジラミの植物嗜好性やウイルスの感染源としての能力から、ほとんどの感染はトマト（ミニトマト）

からトマト（ミニトマト）と考えられています。雑草で自然感染が確認されている植物に、センナリホ

ウズキ、タカサブロウ、ノボロギク、ノゲシ、エノキグサ、ハコベ、ウシハコベ、ホソバツルノゲイト

ウがありますが、いずれも無病徴です。 

国内の発生状況と県内の発生経過 

発生生態と媒介虫 
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図 黄色粘着トラップを用いたシルバーリーフコナ
ジラミの誘殺数の推移（松浦（2005) 宮崎県病害虫

防除・肥料検査センターより） 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成元年に初発生が確認され、寄主範囲が広く、多くの作物・雑草で繁殖するため一時は全国的に分

布しました。しかし、国内では野外で越冬できないことから、その後、発生は減少していました。 

成虫・幼虫が多数寄生した場合、排泄物によるすす病が発生し、トマトでは果実の着色異常（紅白ト

マト）、かぼちゃ、大豆、セロリでは葉の白化症状を引き起こすことから重要害虫となっています。ト

マト黄化葉巻ウイルス（TYLCV）は、シルバーリーフコナジラミが低密度の場合でも高率に媒介され

るため被害が大きくなります。 

成虫の体長は約 0.8mm、体幅は約 0.4mm で、翅

（はね）は白く、体色は淡黄色。４齢幼虫（蛹）は黄

色で扁平な体の背面がわずかに盛り上がっています。

ライフサイクルは、25℃の条件で 25 日位、産卵数は

60 個位、成虫の寿命は 18 日位ですが低温条件では

長くなります。野外では４月頃から発生し、11 月頃

には見られなくなります。 

幼虫や蛹は下葉に多く、成虫はトマトの生長点付近

の若い葉に集まります。成虫は黄色に誘引され、逆に

紫外線カットフィルムを忌避する性質があります。薬

剤感受性はオンシツコナジラミと異なります。 

伝 染 環 

トマト黄化葉巻病を媒介する 

シルバーリーフコナジラミとは？ 

（本多，2005） 

0

50

100

150

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

調査月

誘
殺
頭
数
／
週

平成15年

平成16年

（本多,2005） 



 4

 

 

 

オンシツコナジラミとシルバーリーフコナジラミは混在して発生していることが多く、両種は非常に

類似しています。しかし、両種は４齢幼虫（蛹）を見ることで判別することができます。シルバーリー

フコナジラミの４齢幼虫（蛹）は後部がやや細い楕円形で、体色は黄色で表面にトゲ状の分泌物がほと

んど見られません。一方、オンシツコナジラミの４齢幼虫（蛹）では、厚みのある楕円形（コロッケ状）

で体色が白く、周囲にトゲ状の分泌物が多数見られます。また、成虫を上から見ると、オンシツコナジ

ラミは翅が重なるのに対して、シルバーリーフコナジラミは翅が離れているため、淡黄色の背中が見え

ます。成虫での判別は難しいので、４齢幼虫（蛹）で判別すると良いでしょう。 

     

 

 

 

 

 

 

 

   

平成１７年度に実施したトマトにおけるコナ

ジラミ類の発生分布調査では、８市町（宇都宮

市、小山市、野木町、栃木市、佐野市、二宮町、

上三川町、那須塩原市）でシルバーリーフコナ

ジラミの発生を確認しました（左図参照）。 

 

 

左図：シルバーリーフコナジラミの発生分布 

   （平成１８年２月２８日現在） 

○：シルバーリーフコナジラミの発生が未確認。

●：発生が確認。 

□：過去に発生が確認しているが、今年度の調

査では発生が未確認。 

 

（地図は平成１８年３月３１日現在） 

コナジラミの判別 

シルバーリーフコナジラミ 
の県内発生状況 

ｼﾙﾊﾞｰﾘｰﾌｺﾅｼﾞﾗﾐ成虫  オンシツコナジラミ成虫   ｼﾙﾊﾞｰﾘｰﾌｺﾅｼﾞﾗﾐ蛹   オンシツコナジラミ蛹 
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 トマト黄化葉巻病の発生を防ぐには、TYLCV 保毒虫を『入れない、出さない、増やさない』ことが

大切です。しかし、ウイルスは目に見えず、また、媒介虫が常発していれば現在の全国的な物流状況で

はいつ保毒虫の飛び込みによってトマト黄化葉巻病が発生してもおかしくありません。このため、トマ

ト黄化葉巻病の封じ込めには、シルバーリーフコナジラミを『入れない、出さない、増やさない』対策

を徹底することとします。また、シルバーリーフコナジラミは寄主範囲が広いので、トマト生産者だけ

でなく、地域ぐるみで封じ込め対策に取り組むことが重要です。 

 

● ハウス開口部への防虫ネットの展張によって、シルバーリーフコナジラミを入れない、

出さない。 

● 生息範囲が施設内に限定される冬期（12 月～３月）に防除を徹底して、野外にシルバ

ーリーフコナジラミを出さない、増やさない。 

● トマトの育苗後期及び定植時に粒剤を施用し、シルバーリーフコナジラミを増やさない。 

● 栽培終了時にハウス密閉による死滅処理を行い、シルバーリーフコナジラミを出さない。 

 

 

 

 

 

● ハウス内外の野良ばえトマトは、トマト黄化葉巻病の重要な感染源となるので徹底的に除去します。 

● シルバーリーフコナジラミは、寄主範囲が広く、多くの雑草に寄生するため、ほ場内と周辺の雑草

を除去します。 

● トマト栽培者間で作型や栽培終了時期を取り決めて揃えることによって、地域内でトマトの栽培が

ない期間を作り、トマト黄化葉巻病の伝染環を断ち切ります。 

 

 

 

 

 

● シルバーリーフコナジラミの侵入と飛散を防ぐため、ハウス開口部に 0.4mm 以下の防虫ネットを

張ります。 

● ハウス周囲に光反射シートを設置し、シルバーリーフコナジラミの侵入を抑制します。ハウスに紫

外線カットフィルムを利用することも有効です。 

● 黄色粘着板等を設置し、シルバーリーフコナジラミの発生をモニタリングするとともに誘殺します。 

● 育苗後期に粒剤を施用します。 

● シルバーリーフコナジラミの発生が見られたら定期的な薬剤散布を実施します。 

● 購入苗の導入に当たっては、シルバーリーフコナジラミと感染株の持ち込みに注意します。 

封じ込め対策のポイント 

栽培環境の改善 

育苗期の防除対策 
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● シルバーリーフコナジラミの侵入と飛散を防ぐため、ハウス開口部に 0.4mm 以下の防虫ネットを

張ります。 

● ハウス周囲に光反射シートを設置し、シルバーリーフコナジラミの侵入を抑制します。ハウスに紫

外線カットフィルムを利用することも有効です。 

● ハウス周囲の発生密度が高い場合には、ハウス開口部周りの高さ 60cm の位置に黄色粘着テープを

張り巡らし誘殺します。 

● シルバーリーフコナジラミと感染株の持ち込みに注意し、健全苗を定植します。 

● 定植時に粒剤を施用します。 

● 黄色粘着板等を設置し、シルバーリーフコナジラミの発生をモニタリングするとともに誘殺します。 

● コナジラミの発生が多い場合には、１週間程度の間隔で薬剤散布を実施します。 

● 施設内に非散布型農薬（ラノーテープ）を設置し、コナジラミ類の発生密度を抑制します。 

● コナジラミ類の密度を下げるため、トマトの生育に応じて葉かきを実施し、葉裏に寄生した幼虫や

蛹を除去します。除去した葉はビニル袋等で密封して完全に枯死・死滅させてから処分するか、土

中に埋めます。 

● 草花や観葉植物等は、シルバーリーフコナジラミの繁殖源となりますのでハウス内に持ち込まない

ようにします。 

 

 

 

 

 

● 栽培終了時には、野外にシルバーリーフコナジラミを飛散させないため、株元で切ってトマトを枯

死させながら、40℃以上で 10 日以上蒸し込みを実施しシルバーリーフコナジラミを死滅させます。 

● 残さは適正に処分し、野良ばえトマトの発生を防止します。 

 

 

 

 

● 地域のトマト栽培者が意識を統一して、シルバーリーフコナジラミの防除、感染株の除去等を進め

ていますか？  

● 施設野菜・花きはシルバーリーフコナジラミの唯一の越冬場所となりますので、冬期（12 月～３

月）に防除を徹底するとともに、栽培終了時のハウス密閉死滅処理によって飛散を防止します。 

● 露地野菜・花きはシルバーリーフコナジラミの夏期における繁殖源となりますので、ほ場周辺の雑

草を含めて防除を行います。 

● 家庭菜園のトマトは、トマト黄化葉巻病の重要な伝染源となりますので発病株を除去します。 

● 家庭の草花や観葉植物等もまたシルバーリーフコナジラミの重要な越冬場所（冬期）、繁殖場所（夏

期）となりますので、生産者の対策に準じて防除を実施します。 

本ぽの防除対策 

栽培終了時の封じ込め対策 

地域ぐるみの封じ込め対策 
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トマト黄化葉巻病発生時の防除手順 

②ハウス内のコナジラミを徹底防除する 

③自分のハウスからコナジラミが飛散しないように

手を打つ 

もし発生してしまったら

ポイント１：発病株や疑わしい株は、確認次第抜き取って 

      土中に埋め、絶対にハウス内やハウス外に放置し

ない。ハウス外に持ち出す際には、ビニール袋に

密封し（コナジラミを死滅させ）ハウス外に逃げ

出さないように注意する。 

ポイント２：摘除したわき芽・葉・果実などの残さも同様な 

      方法で処分する。 

ポイント３：症状が回復してきた株も除去する。 

①発病株や疑わしい株を抜き取り処分する 

ポイント１：コナジラミの種類を確認する。 

ポイント２：登録農薬を確認する。 

ポイント３：抵抗性害虫の発生を回避するためローテーション

散布する。 

ポイント１：ハウスの開口部に網目 0.4mm 以下の防虫ネットを張る。

  ・天窓、側窓、出入口に張る。 

     ・出入口は中間室を設け、二重にする。 

ポイント２：栽培終了時の死滅処理。 

      栽培終了後、４０℃以上で１０日間以上の蒸しこみによ

ってコナジラミを死滅させてから片付ける。 
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（１）生産部会、ＪＡ、市町村及び農業振興事務所は、トマト黄化葉巻病の発生が疑われる情報を受け

た場合には、互いに連絡し合い、連携して現地調査を実施する。 

（２）農業振興事務所は、症状等から見てトマト黄化葉巻病が疑われる場合には、サンプル（罹病葉１

枚程度）の提供を当該生産者から受けるとともに、シルバーリーフコナジラミが発生しているとき

には防除を指導する。 

（３）農業振興事務所は、農業環境指導センターにサンプルを提供するとともに、発生に関する状況に

ついて経営技術課あて連絡する。 

（４）農業環境指導センターは、農業試験場と連携しサンプルの検定を行い、診断結果について経営技

術課及び農業振興事務所あて連絡する。 

 

 

 

 

（１）地方段階 

 ア 診断の結果、発生の事実が判明した場合には、農業振興事務所はＪＡ等と連携し、当該生産者へ

発病について連絡し、「栃木県トマト黄化葉巻病封じ込めマニュアル」により罹病株の処分等の対

策を指導する。 

 イ 農業振興事務所は、農業環境指導センターやＪＡ等と連携し、発生地域周辺のトマト栽培施設等

の調査を行い、発生経過・発生分布・被害状況を確定するとともに、その結果を経営技術課に報告

する。 

 ウ 農業振興事務所は、「地方対策会議」を開催し、県対策会議と連携しながら、警戒レベルに応じ

た地域の封じ込め対策等について検討を行い、適切な措置を講じる。 

   また、必要に応じて生産者等を集めた説明会を実施し、対策の指導等を行う。 

 なお、農業振興事務所は、講じた措置について随時経営技術課に報告する。 

（２）県段階 

 ア 経営技術課は、農業振興事務所等からの情報を勘案して必要と判断した場合には「県対策会議」

を開催し、まん延防止等に関する対策を検討する。 

 イ 経営技術課は、県内の発生状況等の現況及び対策方針について、適宜関係機関あて情報提供を行

う。 

 ウ 農業環境指導センターは農業振興事務所と連携し、発生地域周辺のトマト黄化葉巻病やシルバー

リーフコナジラミのモニタリング調査を適宜実施し、その結果を随時経営技術課に報告する。 

トマト黄化葉巻病に係わる指導体制 

１ トマト黄化葉巻病の発生が疑われる場合 

２ トマト黄化葉巻病の発生が確認された場合 

     通報     地方段階               県段階 
 
発見者      農業振興事務所         経営技術課    関係機関 
                   連 絡 
           連 携              連 絡 
 
         生産部会、ＪＡ等        農業環境指導センター 
                          （農業試験場） 
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   トマト黄化葉巻病のまん延防止には、発病株の処分とともに、媒介虫であるシルバーリーフコナ

ジラミをハウス内に「入れない」、ハウスから「出さない」、「増やさない」ことが重要である。

また、シルバーリーフコナジラミは寄主範囲が広いので、地域全体が、封じ込めの必要性を理解し、

対策を講じる必要がある。 

   このため、トマト黄化葉巻病とシルバーリーフコナジラミの発生状況により警戒レベルを設定

し、これに応じた対策を実施することとする。 

 

 
警戒レベルに対応した主な対策 

 
 
 

警戒レベル 

 
 

地域の発生状況 

 
 

発生農家 

 
 

施設園芸農家 

 
施設園芸農家 

 
以外の地域 

 

レベル０ 

 

シルバーリーフ

コナジラミ及び

トマト黄化葉巻

病の発生が無い 

  

・生産部会等を通じた 

ｼﾙﾊﾞｰﾘｰﾌｺﾅｼﾞﾗﾐ 及び 

トマト黄化葉巻病封じ

込めの必要性及び対策

の周知 

 

・市町村、ＪＡの広報

等を通じたｼﾙﾊﾞｰﾘｰﾌｺﾅ

ｼﾞﾗﾐ及びトマト黄化葉

巻病封じ込めの必要性

及び対策の周知 

 

レベル１ 

 

シルバーリーフ

コナジラミの発

生がある 

 

・ｼﾙﾊﾞｰﾘｰﾌｺﾅｼﾞﾗﾐの

防除指導 

・トマト黄化葉巻病対

策の技術指導 

 

・生産部会等を通じた 

ｼﾙﾊﾞｰﾘｰﾌｺﾅｼﾞﾗﾐの防除

指導、（トマト黄化葉

巻病対策の技術指導）

 

・市町村、ＪＡの広報

等を通じたｼﾙﾊﾞｰﾘｰﾌｺﾅ

ｼﾞﾗﾐ及びトマト黄化葉

巻病封じ込めの必要性

及び対策の周知 

 

レベル２ 

 

トマト黄化葉巻

病の発生がある 

 

・ｼﾙﾊﾞｰﾘｰﾌｺﾅｼﾞﾗﾐ及

びトマト黄化葉巻病

の防除指導 

 

 

・生産部会等を通じた 

ｼﾙﾊﾞｰﾘｰﾌｺﾅｼﾞﾗﾐの防除

指導、（トマト黄化葉

巻病対策の技術指導）

 

・市町村、ＪＡの広報

等を通じたｼﾙﾊﾞｰﾘｰﾌｺﾅ

ｼﾞﾗﾐ及びトマト黄化葉

巻病封じ込めの必要性

及び対策の周知 

 

＊平成１８年３月に本県でも発生が確認されたタバココナジラミのバイオタイプＱを含む。 

３ 地方段階における対策指導 
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コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類

シ
ル
バ
｜

タ
バ
コ

ト
マ
ト

ミ
ニ
ト
マ
ト

な
す

き
ゅ
う
り

か
ぼ
ち
ゃ

ス ター ク ル 顆 粒 水 溶 剤
ア ル バ リン 顆 粒 水 溶 剤

● 前 ／ ２ ７／ ２ 前 ／ ２ 前 ／ ２ (14)

●
*2又 は
*3／ １

*2又 は
*3／ １

１／ ２
*3／ １

● *1／ １

ベ ス トガ ー ド水 溶 剤 ● 前 ／ ３ 前 ／ ３ 前 ／ ３ 前 ／ ３ 10以 上

ベ ス トガ ー ド粒 剤 ●
*3又 は
*4／ １

*3又 は
*4／ １

*3／ １ 30以 上

ア ドマ イ ヤ ー 顆 粒 水 和 剤 ● 前 ／ ２ 前 ／ ２ 前 ／ ２ 前 ／ ３

ア ドマ イ ヤ ー 水 和 剤 ● 前 ／ ２

● *5／ １ *5／ １ *3／ １

● *3／ １ *3／ １

● 前 ／ ２ 前 ／ ２

● 前 ／ ３

モ ス ピ ラ ン 粒 剤 ● *3／ １ *3／ １ 10以 上

モ ス ピ ラ ン ジ ェ ット ● 前 ／ ２ 前 ／ ２ 前 ／ ３ (1)

モ ス ピ ラ ン ス プ レ ー ● 前 ／ ２ ー

ﾓｽﾋﾟﾗﾝ・ﾄｯﾌﾟｼ ﾞﾝM ｽﾌﾟﾚｰ ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ・ﾁｵﾌｧｰﾈｰﾄﾒﾁﾙ ● 前 ／ ２ ー

ダ ン トツ 水 溶 剤 ● 前 ／ ３ 前 ／ ３ 前 ／ ３ 前 ／ ３ (20)

ダ ン トツ 粒 剤 ● *6／ １ *6／ １ *3／ １ *3／ １ (20)

バ リア ー ド顆 粒 水 和 剤 ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ ● ● 前 ／ ３ (1)

ア ク タラ 顆 粒 水 溶 剤 ● 前 ／ ３ 21

ア ク タラ粒 剤 ５ ● *3／ １ *3／ １ *3／ １ 42

ア プ ロ ー ド水 和 剤 ﾌﾞﾌ ﾟﾛﾌｪｼ ﾞﾝ ● 前 ／ ３ 前 ／ ３ 1

ア プ ロ ー ドエ ー ス ﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾌｪﾝﾋ ﾟﾛｷｼﾒｰﾄ・ﾌ ﾞﾌ ﾟﾛﾌｪｼ ﾞﾝ ● 前 ／ ３ 前 ／ ３ 前 ／ ３ (3)

カ ウ ン ター 乳 剤 ﾉﾊﾞﾙﾛﾝ ● 前 ／ ４ 前 ／ ４ －

ノー モ ル ト乳 剤 ﾃﾌﾙﾍﾞﾝｽ ﾞﾛﾝ ● 前 ／ ２ 前 ／ ２ 前 ／ ２ 1

サ ン マ イ トフ ロ ア ブ ル ﾋﾟﾘﾀﾞﾍ ﾞﾝ ● 前 ／ ２ 前 ／ ２ ３／ ２ 1～ 4 ◎

ハ チ ハ チ 乳 剤 ﾄﾙﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ ● 前 ／ ２ 前 ／ ２ 前 ／ ２ (10)

チ ェ ス 水 和 剤 ● 前 ／ ３ 前 ／ ３ 前 ／ ３ 前 ／ ３ (1)

チ ェ ス 粒 剤 ● *5／ １ *5／ １ *5／ １ *5／ １ (1)

● ７／ ２

● 14／ ３

トレ ボ ン 乳 剤 ● 前 ／ ２

トレ ボ ン ＥＷ ● 前 ／ ２ 前 ／ ３ 前 ／ ３

ブ イ ボ ン 乳 剤 ｴﾄﾌｪﾝﾌ ﾟﾛｯｸｽ・Ｄ Ｄ ＶＰ ● ３／ ２ －

● 前 ／ ２

● 前 ／ ２

プ リフ ァ ー ド水 和 剤 ﾍﾟｷﾛﾏｲｾｽ　ﾌﾓｿﾛｾｳｽ ● 施 設 施 設 施 設 施 設 (1)

ボ タニ ガ ー ドＥＳ ﾎﾞﾝﾍﾞﾘｱ　ﾊ ﾞｼｱｰﾅ ● 施 設 施 設 施 設 ー

マ イ コ ター ル ﾊﾞｰﾃｨｼﾘｳﾑ　ﾚﾆｶ ● 施 設 施 設 (1)

エ ン ス トリップ

ツ ヤ コ バ チ EF30

エ ル カ ー ド ● 施 設 施 設 施 設 施 設

サ バ ク トップ ● 施 設

粘 着 くん 液 剤 ● 前 ／ ６

園 芸 用 で ん ぷ ん ス プ レ ー ● 前 ／ ６

サ ン ス プ レ ー Ｕ ＦＯﾗｲﾄﾏｼﾝ マ シ ン 油 ● 前 ／ － (0)

サ ン ヨ ー ル ● 前 ／ ４ 前 ／ ４

サ ン ヨ ー ル 液 剤 ＡＬ ● 前 ／ ４ 前 ／ ４

オ レ ー ト液 剤 ｵﾚｲﾝ酸 ﾅﾄﾘｳﾑ ● 前 ／ － 1

施 設

そ の 他

で ん ぷ ん

Ｄ Ｂ Ｅ Ｄ Ｃ

ｵﾝｼﾂﾂﾔｺﾊﾞﾁ

ｻﾊ ﾞｸﾂﾔｺﾊ ﾞﾁ

施 設 施 設

マ ク ロ ラ イ ド系

天 敵 農 薬

コ ロ マ イ ト乳 剤 ﾐﾙﾍﾞﾒｸﾁﾝ

● 施 設

1

微 生 物 農 薬

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ

ﾁｱﾒﾄｷｻﾑ

ＩＧ Ｒ系

有 機 リ ン ・ 合 成
ピ レ ス ロ イ ド系

ス ミロ デ ィー 乳 剤 ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾊ ﾟﾄﾘﾝ・M EP －

ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ

ピ ラ ゾ ー ル 系

ピ リ ジ ン ア ゾ メ チ
ン 系

ﾋﾟﾒﾄﾛｼﾞﾝ

◎

◎

薬 剤 の 系 統 薬 　剤 　名 成 分 名

害 虫 使 用 時 期 （収 穫 前 日 数 ）/回 数
マ ル ハ
ナ バ チ
安 全

日 数 の
目 安

ネ オ ニ コ チ ノ イ ド
系

ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ

(14)
ス ター ク ル 粒 剤
ア ル バ リン 粒 剤

バ
イ
オ
タ
イ
プ
Q

ﾆﾃﾝﾋﾟﾗﾑ

ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ

ア ドマ イ ヤ ー １粒 剤 35以 上

モ ス ピ ラ ン 水 溶 剤

ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ

注 ：農 薬 は 成 分 ご と に 総 使 用 回 数 が 決 め ら れ て い る た め 、 注 意 す る こ と 。
　　害 虫 名 の 「シ ル バ ー 」は シ ル バ ー リー フ コ ナ ジ ラ ミ、「タバ コ 」は タバ コ コ ナ ジ ラ ミを 表 す 。マ ル ハ ナ バ チ 安 全 日 数 の 目 安 は 、
　　日 本 バ イ オ ロ ジ カ ル コ ン トロ ー ル 協 議 会 第 14版 及 び 各 県 防 除 指 針 （カ ッコ 内 数 字 ）か ら の 引 用 で 、－ は 不 明 。バ イ オ タイ プ
　　Qは 、こ れ に 効 果 の 高 い 薬 剤 に ◎ 。
記 号 の 説 明 ＊ １：生 育 初 期 、 ２：育 苗 期 、 ３：定 植 期 、 ４：播 種 時 又 は 鉢 上 げ 時 、 ５：育 苗 後 半 、 ６：鉢 上 げ 時 又 は 定 植 時

30以 上

20以 上

(1)

(1)

1～ 3

 

 

 

必ず農薬容器のラベルを確認して使用すること。           平成１８年３月１日現在  

   

シルバーリーフコナジラミの防除薬剤
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  トマト黄化葉巻病と病原ウイルスの診断・同定法には次のようなものがあり、使用場面に応じて 

選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トマト黄化葉巻病の診断法 

【RIPA 法】 

RIPA 法は抗原抗体反応を利用した方

法です。 

ポケット診断 PD キット（４サンプル:6,300 円）が販売されています。 

簡単・迅速が特徴で、ほ場での診断に有効です。 

【LAMP 法】

陰性 陽性 

LAMP 法は DNA 増幅反応を利用してトマ

ト黄化葉巻病ウイルスを検出する方法です。

 操作が簡便で、短時間でトマト黄化葉巻病

ウイルスの検出が可能です。 

 トマト黄化葉巻病診断キット（50 サンプ

ル：31,500 円）は専用の機器が必要になり

ます 

【PCR 法】 

PCR 法は微量な DNA を増幅するた

め、精度の高い検査法です。 

 操作には専用の機器・試薬類が必要に

なります。 

健全株 長崎株 静岡株 

黄化葉巻病の診断 
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 １ 栽培環境の改善 
 □ 野良ばえトマトの除去 

 このウイルスはトマトからトマトに伝染します。野良ばえトマトの除去を徹底して

いますか？ 

□ ハウス内外の雑草の除去 

シルバーリーフコナジラミは、多くの雑草に寄生します。ほ場内と周辺の雑草を除去

していますか？ 

□ トマトの休栽期間の設置 

トマト栽培者間で作型や栽培終了時期を取り決めて揃えることによって、地域内でト

マトの栽培がない期間を作り、トマト黄化葉巻病の伝染環を断ち切っていますか？ 

 
 ２ 育苗期の防除対策 

□ 育苗ハウスのコナジラミの侵入防止 

シルバーリーフコナジラミの侵入と飛散を防ぐため、育苗ハウス開口部に 0.4mm 以

下の防虫ネットを張っていますか？。 

□ 光反射シートや黄色粘着板の設置 

ハウス周囲に光反射シートを設置し、シルバーリーフコナジラミの侵入を抑制して

いますか？ 

黄色粘着板を設置し、コナジラミの発生をモニタリングするとともに誘殺していま

すか？ 

□ 育苗後期の粒剤施用 

粒剤の施用はコナジラミの密度を低下させるのに有効です。育苗後期に粒剤を施用

していますか？ 

□ 感染苗の除去 

購入苗の導入に当たっては、シルバーリーフコナジラミや感染株の持ち込みに注意

していますか？ 

 

 ３ 本ぽの防除対策 
□ 本ぽのコナジラミの侵入防止 

シルバーリーフコナジラミの侵入と飛散を防ぐため、本ぽハウス開口部に 0.4mm 以

下の防虫ネットを張っていますか？ 

□ 光反射シートや紫外線カットフィルムの利用 

ハウス周囲に光反射シートを設置し、シルバーリーフコナジラミの侵入を抑制して

いますか？ 

ハウスに紫外線カットフィルムを張って、シルバーリーフコナジラミの侵入を抑制

していますか？ 

□ 黄色粘着テープによるコナジラミの誘殺 

ハウス周囲の発生密度が高い場合には、ハウス開口部周りの高さ 60cm の位置に黄

色粘着テープを張り巡らし誘殺していますか？ 

□ 健全苗の定植 

シルバーリーフコナジラミや感染株の持ち込みに注意し、健全苗を定植しています

トマト黄化葉巻病チェックリスト 
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か？ 

□ 定植時の粒剤施用 

粒剤の施用はコナジラミの密度を低下させるのに有効です。定植期に粒剤を施用し

ていますか？ 

□ 黄色粘着板によるモニタリング 

黄色粘着板等を設置し、シルバーリーフコナジラミの発生をモニタリングするとと

もに誘殺していますか？ 

コナジラミの発生が多い場合には、１週間程度の間隔で薬剤散布を実施しています

か？ 

□ 非散布型農薬の設置 

施設内に非散布型農薬（ラノーテープ）を設置し、コナジラミの発生密度を抑制し

ていますか？ 

□ 葉かきの実施 

コナジラミの密度を下げるため、トマトの生育に応じて葉かきを実施し、葉裏に寄

生した幼虫や蛹を除去していますか？ 

□ 残渣の適正処分 

除去した葉はビニル袋等で密封して完全に枯死・死滅させてから処分するか、土中

に埋めていますか？ 

野良ばえトマトの発生を防止します。 

□ 草花等の持ち込み防止 

草花や観葉植物等はシルバーリーフコナジラミの繁殖源です。ハウス内に持ち込ま

ないようにしていますか？ 

 

４ 栽培終了時の封じ込め対策 
□ 栽培終了時の蒸し込み 

栽培終了時には、野外にシルバーリーフコナジラミを飛散させないため、株元で切

ってトマトを枯死させ 40℃以上で 10 日以上蒸し込みを実施しシルバーリーフコ

ナジラミを死滅させていますか？ 

 

５ 地域ぐるみの封じ込め対策 
□ 地域のトマト栽培者の意識の一致 

地域のトマト栽培者が、一致してシルバーリーフコナジラミの防除、感染株の除去

等を進めていますか？  

□ 冬期の徹底防除 

施設野菜・花きはシルバーリーフコナジラミの唯一の越冬場所です。冬期（12 月

～３月）に防除を徹底するとともに、栽培終了時のハウス密閉死滅処理によって飛

散を防止していますか？ 

□ 農家の理解による組織的な防除 

露地野菜・花きはシルバーリーフコナジラミの夏期における繁殖源です。ほ場周辺

の雑草を含めて防除を行っていますか？ 

□ 地域の理解による組織的な防除 

家庭菜園のトマトは、トマト黄化葉巻病の重要な伝染源です。発病株を除去してい

ますか？ 

家庭の草花や観葉植物等はシルバーリーフコナジラミの重要な越冬場所（冬期）、繁

殖場所（夏期）です。生産者の対策に準じて防除を実施していますか？
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近年の研究によれば、タバココナジラミは世界中に分布し、約 40 種のバイオタイプが存在して

います。バイオタイプは、形態的な区別は難しく、遺伝的、生物学的に異なることが報告されてい

ます。これに基づいて国内のタバココナジラミ類を再分類すると、バイオタイプが不明な在来系統、

シルバーリーフコナジラミ（バイオタイプＢ）とバイオタイプＱが確認されています。 

 

 

●形態と生態              

バイオタイプＢ（シルバーリーフコナジラミ）と形態的な差異は成虫、幼虫ともに確認されてお

らず、形態による識別は困難です。バイオタイプＢ（シルバーリーフコナジラミ）との交雑は認め

られていませんが、生態については不明な点が多く、今後の解明が待たれます。 

 ●被害と寄主植物 

   バイオタイプＢ（シルバーリーフコナジラミ）と同様、トマト黄化葉巻ウイルスを媒介します。

また、多発した場合、成虫の吸汁による生育阻害、成虫の排泄物によるすす病等の被害発生もバイ

オタイプＢ（シルバーリーフコナジラミ）と同様です。寄主作物は、これまでにナス科（トマト、

ミニトマト、ナス、ピーマン、パプリカ、シシトウ）、ウリ科（キュウリ、メロン）、アブラナ科

（茎ブロッコリー）、ユリ科（アスパラガス）、ヒルガオ科（サツマイモ）、シソ科（シソ）、ア

カネ科（ブーバルディア）等に寄生することが報告されており、バイオタイプＢ（シルバーリーフ

コナジラミ）と同様に多くの作物や雑草で繁殖すると考えられます。 

 ●薬剤感受性 

   ピリプロキシフェン剤や一部のネオニコチノイド系薬剤、合成ピレスロイド系薬剤に対する感受

性の低下がみられ、有効な薬剤が限られています。 

 

 

平成８年にスペインで初めて確認された後、平成 17 年２月に国内（宮崎県）で初めて確認され

ました。その後、平成 18 年３月までに九州を中心に 13 県で発生が確認されており、関東では茨

城県、千葉県での発生が報告されています。 

本県では、下都賀地方のトマト黄化葉巻病発生地の媒介虫について、独立行政法人九州沖縄農業

研究センター病害遺伝子制御研究室に遺伝子解析を依頼した結果、平成１８年３月にバイオタイプ

Ｑと同定されました。 

 

 

バイオタイプＱは、トマト黄化葉巻ウイルスを媒介しますので、本マニュアルにおいてはバイオ

タイプＢ（シルバーリーフコナジラミ）と同様に扱います。なお、有効な薬剤が限られることから、

物理的防除や耕種的防除を含めた総合防除対策の徹底が必要です。 

タバココナジラミ バイオタイプＱについて

バイオタイプとは？ 

バイオタイプＱの特徴 

国内及び県内における発生経過

バイオタイプＱの対応 


